
第4回 「人口減少対策フォーラム」 のご案内

　

近年、雇用情勢の改善傾向が続き、産業界では人手不足の状況が顕在化しています。とりわけ地方では、若者を中心とした人材流出が続くことも合わせ、人材確保の困難が深刻化しており、労働条件をはじめとした雇用機会の地域差が解消されず、人材流出が続く限り、地域経済は縮小の悪循環に陥る危険性も考えられます。こうした中、国・地方自治体双方で、若者の地元定着やUIJターン促進、地域の雇用創出が推進されています。地方において良質な雇用機会を創出することが、人材流出を食い止め、地域経済の悪循環を回避するために急務といえるのです。
本フォーラムでは、地域の雇用創出やUIJターン促進の取り組みについて具体的な地域事例をもとに検討するとともに、アンケート調査結果も踏まえて、地方への人材還流の可能性について考えます。福井県の地方創生・人口減少対策に携わる政策担当者、産業界、学界、労働界の関係者だけでなく、福井県の将来ビジョンに関心のある県民の皆様の参加も歓迎いたします。
【主な内容】　・地域の雇用に関して何が問題なのか
・具体的な事例に基づいて雇用創出の取組みを検討
・UIJターンの促進に向けての示唆
【受講料】　　無　料（ただし、事前のお申し込みが必要です。）
【定　　員】　　60名
【主　　催】　　福井県立大学地域経済研究所


【お申込み・お問合せ先】福井県立大学地域経済研究所　TEL (0776) 61-6000(代)
〒910－1195　吉田郡永平寺町松岡兼定島4-1-1　E-Ｍａｉｌ　keiken@fpu.ac.jp　（担当金松）

（2／7）「人口減少対策フォーラム」参加申込書　　ＦＡＸ送信先　(０７７６) ６１－６０１７
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※過去にお申込みいただいたことがある方は、事業所と受講者名のみご記入ください。
※ご記入頂いた内容は主催者からの各種連絡･情報提供のために利用させて頂くことがあります。[image: image1.png]



地方における雇用創出


～人材還流の可能性を探る～


日　時　平成２9年2月7日（火）１0：0０～１2：0０


会　場　「アオッサ」7階　大学連携センター講義室





　講師　高見 具広氏　労働政策研究・研修機構研究員





【略　歴】東京大学大学院人文社会系研究科を経て、2013年労働政策研究・研修機構（JILPT）入職。専門は産業・労働社会学。内閣府経済社会総合研究所「結婚の意思決定に関する研究」検討会委員、国立女性教育会館「若年男女のキャリア形成に関する意識及び支援に関する調査研究」検討委員、沖縄県商工労働部労働政策課「沖縄県労働環境実態調査事業　事業推進委員会」委員などを歴任。








